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第
二
十
七 

  
 

殖
産
興
業 

   
 
 
 
 

一 
  

清
帝
国
の
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）、
洋
学
派
官
僚
と
し
て

知
ら
れ
た
張
之
洞
は
日
本
を「
近
代
化
に
成
功
し
た
国
」と
評
価
し
、 

 

―
―
有
為
な
若
者
は
日
本
に
留
学
し
て
西
洋
の
学
問
を
摂
取
す

べ
し
。 

 

と
説
い
た
。 

 

光
緒
二
十
四
年
は
明
治
三
十
一
年
に
当
た
る
。
第
三
次
伊
藤
博
文

内
閣
が
総
辞
職
し
、
大
隈
重
信
が
組
閣
し
た
年
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
が
キ
ュ
ー
バ
島
を
め
ぐ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
と
交
戦
状
態
に
入

り
、
そ
の
戦
火
が
グ
ア
ム
島
に
飛
び
火
し
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
が
膠

州
湾
、
ロ
シ
ア
帝
国
が
関
東
州
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
広
州
湾
、
イ

ギ
リ
ス
が
九
龍
半
島
と
山
東
半
島
の
威
海
衛
と
い
う
具
合
に
、清
帝

国
か
ら
の
租
借
権
獲
得
競
争
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。 

 

日
清
戦
争
の
と
き
、
彼
は
心
底
か
ら 

 

―
―
な
に
が
大
日
本
か
。
た
か
が
倭
賊
で
は
な
い
か
。 

 

と
思
っ
て
い
た
。 

 

だ
が
情
け
な
い
こ
と
に
、
清
帝
国
の
軍
兵
は
完
膚
な
き
ま
で
に

打
ち
負
か
さ
れ
た
。 

 

―
―
な
ぜ
我
が
朝
は
倭
賊
ご
と
き
に
敗
れ
た
の
か
。 

 

そ
こ
か
ら
之
洞
は
ス
タ
ー
ト
し
、殖
産
興
業
と
富
国
強
兵
の
策
を

学
ぶ
こ
と
に
な
る
。立
件
君
主
制
に
よ
る
近
代
化
を
進
め
る
に
は
革

命
的
手
段
で
な
く
、外
国
資
本
を
う
ま
く
活
用
す
る
の
が
よ
い
と
主

張
し
、日
本
か
ら
コ
ー
ク
ス
を
輸
入
す
る
代
わ
り
に
日
本
に
鉄
鉱
石

を
輸
出
す
る
契
約
を
主
導
し
た
り
も
し
た
。 

 

明
治
政
府
の
富
国
強
兵
策
は
、
工
部
省
と
内
務
省
が
そ
の
中
核
を

担
っ
て
い
た
。
工
部
省
は
工
学
校
を
設
け
て
、
西
洋
か
ら
工
業
技
術

を
導
入
す
る
の
と
並
行
し
て
、
鉄
道
や
電
信
、
鉱
山
、
造
船
と
い
っ

た
事
業
を
官
営
で
運
営
し
た
。
工
部
省
は
の
ち
、
太
政
官
制
が
内
閣

制
に
移
行
し
た
一
八
八
五
年
十
二
月
二
十
二
日
に
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
逓
信
省
と
農
工
商
務
省
に
分
割
・
継
承
さ
れ
る
。 

 

一
方
の
内
務
省
は
、一
八
七
〇
年
に
大
久
保
利
通
の
建
策
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
、
農
業
学
校
や
様
々
な
試
験
場
、
育
種
場
、
畜
種
場
を

開
設
し
て
、
主
に
農
業
や
畜
産
業
の
振
興
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
生
糸

工
場
や
製
綿
、製
糖
な
ど
第
一
次
産
業
に
か
か
わ
る
官
営
工
場
を
運

営
し
、
ま
た
海
運
業
の
助
成
や
開
墾
の
奨
励
な
ど
を
司
っ
た
。 

 
明
治
政
府
に
と
っ
て
救
い
だ
っ
た
の
は
、徳
川
幕
府
が
莫
大
な
資

産
を
残
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
代
表
は
伊
豆
・
韮
山
の

反
射
炉
と
横
須
賀
、
横
浜
の
造
船
所
で
あ
ろ
う
。
幕
閣
の
反
対
を
押
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し
切
っ
て
そ
の
建
設
を
推
進
し
た
の
は
、
小
栗
上
野
介
忠
順
（
一
八

二
七
〜
一
八
六
八
）
で
あ
る
。 

 
小
栗
忠
順
は
新
潟
奉
行
・
小
栗
忠
高
の
嫡
男
と
し
て
生
を
受
け
た
。

幼
名
は
「
順
太
」、
通
称
は
「
上
野
介
」
と
い
っ
た
。
直
参
旗
本
き

っ
て
の
英
才
と
し
て
知
ら
れ
、
外
国
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
町
奉
行
、

軍
艦
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
た
。大
政
奉
還
と
と
も
に
領
地
の
上
野
国

（
群
馬
県
）
権
田
村
に
退
き
、
農
民
に
フ
ラ
ン
ス
式
兵
法
を
教
え
て

い
る
う
ち
、官
軍
に
捕
縛
さ
れ
、烏
川
の
水
沼
河
原
で
斬
首
さ
れ
た
。

生
き
て
あ
れ
ば
首
相
の
器
と
さ
れ
る
。 

 

同
じ
幕
臣
で
も
小
普
請
組
二
人
扶
持
の
家
に
生
ま
れ
た
勝
麟
太

郎
と
は
肌
が
合
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
幕
府
中
枢
は
そ
の
あ
た
り

を
心
得
て
い
た
の
か
、
両
人
を
相
互
に
立
て
た
。 

 

小
栗
は
幕
府
の
力
を
強
め
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
力
を
借
り
よ

う
と
画
策
し
、将
軍
慶
喜
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄
せ
た
将
軍
の
軍

服
を
着
せ
、
多
額
の
借
款
を
し
た
。
対
し
て
勝
は 

 

―
―
塀
の
上
を
歩
く
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

と
冷
や
や
か
に
言
っ
た
。
ひ
と
つ
間
違
え
ば
領
土
を
フ
ラ
ン
ス

に
割
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

慶
喜
が
大
政
を
奉
還
し
た
と
き
、小
栗
は
領
地
の
村
に
隠
遁
し
た
。 

 

江
戸
を
去
る
前
夜
、
小
栗
は
勝
に
、 

 

―
―
幕
府
は
滅
び
て
も
、こ
の
造
船
所
が
新
し
い
日
本
国
の
財
産

に
な
る
。 

 

と
言
い
残
し
た
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
幕
閣
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
横
須
賀
に
建
設
し
た
乾
式
ド
ッ
ク
が
、日
本
海
軍
や
海
運
の
力

を
強
め
た
。 

 

幕
府
や
諸
藩
の
工
場
を
引
き
継
い
だ
明
治
政
府
は
、官
営
工
場
の

運
営
と
華
士
族
に
よ
る
起
業
に
五
千
万
円
を
超
え
る
助
成
金
を
用

意
し
て
振
興
を
図
っ
た
。一
八
八
五
年
ま
で
に
投
入
さ
れ
た
国
家
予

算
は
、
官
営
工
場
が
六
千
万
円
以
上
、
華
士
族
に
よ
る
起
業
が
五
千

万
円
以
上
、総
額
一
億
五
千
万
円
以
上
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が 

 

―
―
国
債
を
発
行
す
る
の
な
ら
引
き
受
け
よ
う
。 

と
申
し
出
た
。 

 

し
か
し
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
申
し
出
を
断
っ
た
。 

 

だ
け
で
な
く
、反
対
に
外
国
資
本
で
作
ら
れ
て
い
た
諸
藩
の
鉱
山
、

造
船
所
、
製
鉄
所
な
ど
を
国
有
化
し
、
外
国
資
本
の
関
与
を
完
全
に

遮
断
し
て
し
ま
っ
た
。
中
国
の
例
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
金

を
借
り
る
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
を
政
府
要
人
は

熟
知
し
て
い
た
。 

 
そ
の
代
わ
り
に
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
、外
国
人
技
師
を
採
用
し

て
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
た
。
誰
の
発
案
で
あ
っ
た
か
、
と
も

あ
れ
国
家
十
年
、
百
年
の
計
を
建
て
た
維
新
政
府
は
賢
明
だ
っ
た
。 

 

法
制
学
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
軍
事
顧
問
の
メ
ッ
ケ
ル
、
金
融
政
策
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の
シ
ャ
ン
ド
、
化
学
の
ワ
グ
ネ
ル
、
彫
刻
の
ラ
グ
ー
ザ
、
鉄
道
の

モ
レ
ル
、
哲
学
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
生
物
学
の
モ
ー
ス
、
地
質
学
の

ナ
ウ
マ
ン
、
農
学
の
ク
ラ
ー
ク
、
土
木
技
師
の
ド
＝
レ
イ
ケ
―
―

と
い
っ
た
人
々
の
名
前
を
、
わ
た
し
た
ち
は
高
校
日
本
史
の
授
業

で
学
ん
だ
。 

 

ド
イ
ツ
人
も
い
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
人
も
い
た
。
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
明
治
初
期
の
東
京
に

は
様
々
異
な
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
門
大
学
を
卒
業
し
た
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
政

府
顧
問
に
起
用
さ
れ
た
人
も
い
た
。 

 

明
治
維
新
政
府
は
〝
手
当
り
次
第
〞
で
あ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な

い
。 

 

も
ち
ろ
ん
本
物
も
い
た
。 

 

例
え
ば
、
法
学
者
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
東
洋
の
果
て
に
行
く
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
フ
ラ
ン
ス
知
識
階
層
は
、 

 

―
―
世
界
の
法
制
学
は
、
以
後
、
極
東
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。 

 

と
大
騒
ぎ
し
、
彼
の
壮
行
を
阻
止
す
べ
く
運
動
し
た
。 

 

あ
る
い
は
生
物
学
の
権
威
で
あ
っ
た
モ
ー
ス
は
日
本
に
来
て
も

熱
心
に
地
層
を
見
て
回
り
、つ
い
に
大
森
貝
塚
を
発
掘
し
て
日
本
考

古
学
の
先
駆
け
を
な
し
、ナ
ウ
マ
ン
は
糸
魚
川
と
豊
橋
を
結
ぶ
大
断

層
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
を
発
見
し
た
う
え
、
長
野
県
の
野
尻
湖

畔
で
古
代
象
の
骨
を
採
取
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

札
幌
市
を
一
望
す
る
丘
の
上
に
、真
っ
直
ぐ
伸
ば
し
た
左
手
の
指

の
先
を
見
つ
め
る
銅
像
が
建
っ
て
い
る
。 

 

「
青
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
の
名
文
句
を
残
し
た
ク
ラ
ー
ク
で

あ
る
。 

 

彼
が
滞
日
し
た
の
は
、
わ
ず
か
六
か
月
だ
っ
た
。
そ
の
間
に
彼

は
北
海
道
の
開
拓
に
道
を
つ
け
、
牧
畜
を
指
導
し
、
碁
盤
状
の
都
市

を
設
計
し
た
。
た
だ
し
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
の
ち
、
機
械
装

置
の
製
造
事
業
を
始
め
る
と
吹
聴
し
て
集
め
た
資
金
の
使
途
が
不

明
朗
だ
っ
た
こ
と
か
ら
詐
欺
事
件
で
訴
え
ら
れ
、有
罪
の
判
決
を
受

け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
戻
れ
ば
、
わ
ず
か
に
海
外
で
活
躍
し
た

一
介
の
農
学
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

ま
っ
た
く
奇
妙
な
の
は
、
こ
う
し
た
外
国
人
を
「
顧
問
」
と
し

て
招
い
た
明
治
政
府
の
要
人
た
ち
が
、
つ
い
数
年
前
ま
で
「
攘
夷
」

を
唱
え
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
倒
幕
の
お
題

目
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
心
か
ら
そ
れ
を
信
じ
て
斃
れ
た

志
士
た
ち
は
、
何
の
た
め
に
死
ん
で
い
っ
た
の
か
。
明
治
の
元
勲

た
ち
は
そ
の
墓
前
で
詫
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
攘
夷
」
は

お
題
目
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
ら
は
変
節
し
た
の

か
。 
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変
節
し
た
の
で
あ
る
。 

 
一
八
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
公
家
の
代
表
格
で
政
府
に
参
画
し
て
い
た
岩
倉
具
視
が「
半
舷
上

陸
」
を
提
唱
し
た
。 

 

半
舷
上
陸
と
は
、
も
と
は
船
乗
り
の
言
葉
で
あ
る
。 

 

船
が
港
に
着
い
た
と
き
、乗
組
員
を
左
舷
と
右
舷
に
分
け
て
半
分

ず
つ
上
陸
す
る
こ
と
を
い
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
常
に
船
内
に
最

低
必
要
な
乗
組
員
が
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
ち
こ
れ
が
委
員

会
や
議
会
な
ど
に
適
用
さ
れ
、参
議
院
の
よ
う
に
半
数
ご
と
を
改
選

す
る
制
度
が
生
ま
れ
た
。 

 

―
―
我
ら
が
西
洋
の
事
情
を
知
ら
ず
し
て
、な
ぜ
西
洋
に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 

と
岩
倉
は
言
っ
た
。 

 

こ
の
弁
舌
に
、維
新
政
府
の
中
枢
約
百
人
が
、こ
ぞ
っ
て〝
西
洋
〞

を
見
学
に
行
っ
た
。
見
学
の
期
間
は
二
年
に
及
び
、
そ
の
間
、
政
府

は
三
條
実
美
と
島
津
久
光
に
、
陸
軍
は
西
郷
隆
盛
に
委
ね
ら
れ
た
。 

 

岩
倉
は
最
初
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
大
統
領
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
グ

ラ
ン
ト
に
謁
見
し
た
。
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
イ
ン
ド
皇
帝

に
し
て
イ
ン
カ
帝
国
皇
帝
か
つ
七
つ
の
海
と
五
つ
の
大
陸
を
支
配

す
る
大
英
帝
国
に
君
臨
し
た
女
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
拝
謁
し
、ま
た

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
と
謁
見
し
た
。
日
本

の
首
相
と
し
て
扱
わ
れ
た
岩
倉
は
、
ま
さ
に
絶
頂
に
あ
っ
た
。 

 

彼
ら
は
蒸
気
で
動
く
巨
大
な
鉄
の
軍
艦
を
見
、汽
車
や
汽
船
に
乗

り
、
電
灯
の
下
で
新
聞
を
読
ん
だ
。 

 

―
―
こ
れ
で
は
到
底
か
な
わ
ん
。 

 

と
い
う
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。 

 

―
―
何
が
何
で
も
西
洋
の
技
術
や
知
識
を
こ
の
国
に
根
付
か
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

と
彼
ら
は
考
え
た
。 

 

外
国
人
技
師
た
ち
は
短
期
間
だ
っ
た
が
、熱
心
に
日
本
人
の
教
育

に
当
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
へ
の
往
復
旅
費
を
日
本
政
府

が
負
担
し
た
ば
か
り
か
、
住
宅
を
与
え
、
高
額
の
報
酬
で
遇
し
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
人
を
蔑
視
す
る
傾
向
が

強
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
あ
っ
て
、
い
か
に
も
不
思
議
な
こ
と

と
い
え
る
。 

 

俸
給
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。 

 

明
治
七
年
に
政
府
が
採
用
し
て
い
た
外
国
人
は
五
百
三
人
だ
っ

た
。彼
ら
の
俸
給
は
百
円
か
ら
二
百
円
と
い
う
の
が
最
も
多
か
っ
た
。

五
百
円
以
上
が
二
十
五
人
、
八
百
円
以
上
が
十
人
、
千
円
以
上
が
三

人
で
あ
る
。当
時
の
官
営
工
場
で
働
い
て
い
た
日
本
人
熟
練
工
が
十

円
か
ら
十
五
円
、
太
政
大
臣
が
八
百
円
、
参
議
が
五
百
円
だ
っ
た
の

で
、
い
か
に
高
級
取
り
だ
っ
た
か
が
分
か
る
。 

 

並
行
し
て
、
政
府
は
四
千
八
百
万
円
に
及
ぶ
太
政
官
札
を
発
行
し
、

旧
幕
府
債
務
を
継
承
す
る
新
旧
公
債
二
千
三
百
万
円
、
旧
士
族
の
家
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禄
を
金
銭
で
ま
か
な
う
秩
禄
公
債
一
億
九
千
万
円
な
ど
を
支
出
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
民
間
資
本
の
蓄
積
を
促
し
た
。 

 
体
裁
は
い
い
が
、
分
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
国
そ
の
も
の
が
士

族
を
だ
ま
く
ら
か
す
大
掛
か
り
な
仕
掛
け
を
作
り
、
か
て
て
加
え

て
高
利
貸
し
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
士
族
こ
そ
い
い

迷
惑
だ
っ
た
。 

 

家
禄
を
金
銭
に
交
換
さ
れ
た
士
族
た
ち
は
食
い
扶
持
を
稼
ぐ
た

め
に
何
が
し
か
の
事
業
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
始
め
た
が
、「
士
族
の

商
法
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
失
敗

に
帰
し
た
。
事
業
に
失
敗
し
、
破
綻
し
た
士
族
の
資
産
は
国
に
吸
収

さ
れ
、
政
府
中
枢
と
結
び
つ
い
た
一
部
の
特
権
的
商
人
、
い
わ
ゆ
る

「
政
商
」
に
循
環
し
た
。
三
井
、
三
菱
、
住
友
の
三
大
財
閥
は
こ
こ

か
ら
出
発
し
た
。 

 

民
間
資
本
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
た
め
、工
部
省
や
内
務
省
が
国
家

予
算
を
投
じ
て
工
場
、
鉄
道
、
港
湾
を
建
設
し
、
銀
行
や
学
校
を
作

っ
た
。
産
業
も
未
熟
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
士
族
に
資
金
を
与
え
て
事

業
を
興
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
構
図
は
、
現
在
の
過
疎

な
町
や
村
の
経
済
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

地
域
に
軸
と
な
る
産
業
が
な
い
た
め
、人
々
は
先
祖
代
々
の
田
畑

を
耕
す
か
、
山
で
木
を
伐
る
か
、
海
に
出
て
魚
を
獲
る
こ
と
で
生

計
を
立
て
る
。
そ
れ
以
外
の
こ
と
―
―
人
を
育
て
、
投
資
を
行
い
、

新
し
い
事
業
を
興
し
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
仕
事
―
―
は
、
役
場

が
担
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
、
現
在
の
過
疎
町
村
と
明
治
政
府
が
違
っ
た
の
は
、
税
金
で

作
っ
た
工
場
や
施
設
を
民
間
に
払
い
下
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。税
金

の
上
前
を
は
ね
た
企
業
が
、税
金
で
作
っ
た
工
場
や
施
設
を
手
に
入

れ
た
の
だ
か
ら
、
庶
民
か
ら
見
れ
ば
詐
欺
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 
  
 
 
 
 

三 
  

一
八
八
〇
年
か
ら
官
営
事
業
の
払
い
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
。具
体

的
に
言
え
ば
、
富
岡
製
糸
所
が
三
井
に
、
深
川
洪
作
分
局
が
浅
野
総

一
郎
（
浅
野
財
閥
）
に
、
長
崎
造
船
所
が
岩
崎
弥
太
郎
（
三
菱
財
閥
）

に
、
兵
庫
造
船
所
が
川
崎
正
蔵
（
川
崎
財
閥
）
に
、
佐
渡
金
山
と
生

野
銀
山
が
三
菱
に
、
足
尾
銅
山
が
古
河
市
兵
衛
（
古
河
財
閥
）
に
、

三
池
炭
鉱
が
三
井
に
、と
い
う
具
合
に
、多
く
が
政
商
と
結
託
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
の
資
本
主
義
経
済
が
立
ち
上
が
っ
た
。 

 

国
内
産
業
が
本
格
化
す
る
の
は
一
八
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
こ
と
に
日
清
戦
争
を
境
に
紡
績
、
鉄
鋼
、
造
船
な
ど
が
、

日
露
戦
争
を
境
に
セ
メ
ン
ト
、
重
電
、
機
械
、
化
学
と
い
っ
た
産
業

が
興
隆
し
た
。
こ
の
時
期
の
産
業
界
に
つ
い
て
吉
田
光
邦
は
「
第
二

次
技
術
輸
入
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
に
国
内
に
導
入
さ
れ
、
あ
る
い
は
実
現
し
た
主
な
こ

と
ご
と
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。 
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・
大
型
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
（
明
治
三
十
九
年
） 

 
・
東
京
―
大
阪
間
の
高
圧
送
電
（
明
治
四
十
年
） 

 

・
セ
メ
ン
ト
の
回
転
窯
（
明
治
四
十
四
年
） 

 

・
日
米
通
商
航
海
条
約
改
正
（
明
治
四
十
四
年
） 

 

・
人
造
絹
糸
（
大
正
二
年
） 

 

・
猪
苗
代
水
力
発
電
所
（
大
正
四
年
） 

  

こ
の
う
ち
産
業
の
発
展
を
確
実
に
し
た
の
は
、電
力
の
供
給
と
輸

送
力
の
強
化
だ
っ
た
。 

日
本
に
電
力
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
一
八
八
七
年
で
あ
る
。矢
島
作

郎
と
大
倉
喜
八
郎
が
「
東
京
電
燈
会
社
」
を
設
立
し
、
新
首
都
の
夜

に
千
六
百
個
の
電
灯
を
灯
し
た
。
そ
の
電
気
は
、
蒸
気
機
関
に
よ
る

火
力
発
電
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。 

 

一
方
、関
西
で
は
大
津
―
京
都
―
大
阪
を
結
ぶ
疎
水
を
建
造
す
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。 

日
本
に
お
け
る
「
発
電
の
父
」
は
、
電
気
の
技
術
と
は
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
人
物
で
あ
る
。
疎
水
を
設
計
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
を
視

察
し
て
い
た
田
辺
朔
郎
（
の
ち
京
都
工
科
大
学
長
）
が
そ
の
人
で
あ

っ
て
、
彼
は
コ
ロ
ラ
ド
州
で
水
車
に
よ
る
発
電
が
実
用
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

田
辺
は
京
都
府
知
事
・
北
垣
国
道
に
会
い
、発
電
の
必
要
を
説
き
、

反
対
派
を
説
得
し
た
。計
画
は
急
遽
変
更
さ
れ
た
も
の
の
削
掘
の
機

械
や
資
材
も
な
く
、ほ
と
ん
ど
を
人
力
に
頼
る
工
事
は
難
航
を
極
め

た
。
辛
苦
の
末
、
長
さ
二
百
四
十
三
メ
ー
ト
ル
の
「
長
等
山
ト
ン
ネ

ル
」
を
完
成
せ
し
め
、
一
八
九
一
年
、
琵
琶
湖
疎
水
に
十
九
基
の
発

電
機
を
据
え
た
水
力
発
電
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。世
界
で
二
番
目
の

水
力
発
電
施
設
だ
っ
た
。 

 

二
千
馬
力
の
電
力
が
京
都
市
内
の
電
灯
と
市
電
に
供
給
さ
れ
た

の
は
、
翌
九
二
年
か
ら
で
あ
る
。 

 

田
辺
は「
わ
が
国
土
木
技
術
の
黎
明
期
を
開
拓
し
た
偉
大
な
先
覚

者
」「
近
代
都
市
京
都
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
恩
人
」
と
称
さ
れ
、
疎

水
第
一
ト
ン
ネ
ル
東
口
に
は
、伊
藤
博
文
が
揮
毫
し
た「
気
象
千
萬
」

の
文
字
と
田
辺
朔
郎
の
自
署
が
石
に
刻
ま
れ
、さ
ら
に
そ
の
立
像
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
八
九
九
年
に
郡
山
絹
糸
紡
績
が
安
積
疎
水
か
ら
一
万
ボ
ル
ト

の
電
気
を
三
十
二
キ
ロ
離
れ
た
工
場
ま
で
送
電
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
次
い
で
京
都
の
桂
川
水
力
発
電
所
か
ら
五
・
五
万
ボ
ル
ト
の
遠

距
離
送
電
が
実
現
し
た
。
鉄
管
と
発
電
機
は
ド
イ
ツ
製
、
変
圧
機
は

ア
メ
リ
カ
製
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
れ
ま
で
工
場
の
機
械
を
動
か
す
の
に
必
要
な
電
力
は
、工
場
ご

と
に
、
蒸
気
機
関
で
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
工
場
の
立
地
は
燃
料

と
な
る
石
炭
が
手
に
入
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
大
容
量
・
高
電
圧
の
電
気
を
遠
隔
地
か
ら
送
る
こ
と
が
で
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き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
工
場
立
地
の
制
限
が
な
く
な
っ
た
。 

  
輸
送
で
は
、
鉄
道
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。 

  

・
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
七
月
、
東
海
道
本
線 

 

・
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
年
）
九
月
、
東
北
本
線 

  

列
島
を
南
北
に
貫
く
鉄
道
の
背
骨
が
完
成
し
た
。 

 

こ
の
時
代
の
鉄
道
の
建
設
に
は
面
白
い
話
が
残
っ
て
い
る
。 

 

―
―
火
事
が
起
き
る
。 

 

と
い
う
声
が
沿
線
の
人
々
か
ら
出
た
。茅
葺
屋
根
に
火
の
粉
が
落

ち
た
ら
ど
う
す
る
。
と
い
う
こ
と
で
人
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
田
畑

の
中
や
川
の
向
こ
う
岸
に
線
路
が
引
か
れ
た
。 

 

東
京
と
大
阪
を
鉄
道
で
つ
な
ご
う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た

の
は
一
八
七
七
年
だ
っ
た
。こ
の
と
き
上
野
と
高
崎
の
間
に
日
本
鉄

道
が
開
通
し
て
い
た
し
、関
西
で
は
京
都
と
大
垣
を
結
ぶ
鉄
道
の
計

画
が
進
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
最
初
、
中
仙
道
沿
い
の
計
画
を

作
っ
た
。
な
ぜ
中
仙
道
に
し
た
か
と
い
う
と
、
東
京
―
大
阪
を
結

ぶ
海
運
業
者
が
強
く
反
対
し
た
か
ら
だ
っ
た
。そ
れ
に
海
沿
い
は
道

路
が
通
っ
て
い
る
。「
海
に
近
い
と
、
攻
め
ら
れ
た
と
き
困
る
」
と

軍
か
ら
苦
情
が
出
た
。 

 

と
こ
ろ
が
中
仙
道
ル
ー
ト
は
問
題
が
出
た
。山
が
多
く
工
事
費
が

嵩
む
。 

 

箱
根
山
系
の
下
を
貫
く
丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
作
ら
れ
た
の
は
、
実

は
ぐ
っ
と
遅
い
一
九
三
四
年
で
あ
る
。
開
業
か
ら
三
十
年
以
上
、
東

海
道
線
は
国
府
津
か
ら
北
上
し
て
御
殿
場
を
回
っ
て
沼
津
に
出
た
。

す
な
わ
ち
現
在
の
御
殿
場
線
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
小
田
原
、
三
島

は
箱
根
路
越
え
の
宿
場
町
と
し
て
の
価
値
を
失
う
こ
と
が
な
か
っ

た
。 

一
方
、
海
運
は
大
型
船
舶
の
建
造
と
航
行
速
度
の
高
速
化
が
図
ら
れ

た
。
画
期
を
な
し
た
の
は
、
海
軍
に
お
け
る
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
導

入
だ
っ
た
。
日
露
戦
争
で
海
軍
力
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
政
府
は
、

一
九
〇
五
年
、
呉
海
軍
工
廠
で
戦
艦
「
生
駒
」「
筑
波
」、
翌
〇
六
年

に
は
横
須
賀
海
軍
工
廠
で
「
薩
摩
」「
安
芸
」
の
建
造
に
着
手
し
た
。 

 

こ
の
と
き
軍
艦
の
設
計
を
統
括
し
て
い
た
宮
原
二
郎（
の
ち
海
軍

中
将
、
貴
族
院
議
員
）
は
、
巡
洋
戦
艦
「
伊
吹
」
に
据
付
ら
れ
て
い

た
ア
メ
リ
カ
製
の
カ
ー
チ
ス
式
タ
ー
ビ
ン
を
改
良
し
て
戦
艦
「
安

芸
」
に
据
付
け
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
当
時
の
常
識
か
ら
大
き
く

外
れ
て
い
た
が
、
結
果
と
し
て
「
安
芸
」
は
世
界
に
冠
た
る
高
速
戦

艦
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
以
後
、
列
強
諸
国
は
一
万
ト
ン
超

級
の
大
型
船
舶
に
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 



第 27 殖産興業（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

張
之
洞 

Zhāng Zhīdòng

／
ち
ょ
う
・
し
ど
う
／
１
８
３
７
〜
１
９
０
９
。

第
一
「
史
の
と
も
が
ら
」
参
照
。 

グ
ラ
ン
ト 

U
lysses Sim

pson Grant

／
１
８
２
２
〜
１
８
８
５
。
南
北
戦

争
の
と
き
北
軍
の
司
令
官
を
務
め
、
一
八
六
五
年
に
南
軍
を
降
し
た
。
六
八

年
共
和
党
か
ら
大
統
領
と
な
り
二
期
八
年
を
務
め
た
。
七
九
年
来
日
し
明
治

天
皇
と
会
見
し
て
い
る
。
東
京
・
浜
松
町
の
増
上
寺
に
記
念
と
し
て
植
え
た

松
「
グ
ラ
ン
ト
松
」
が
あ
る
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王 

Q
w
een V

ictoria H
anover

／
１
８
１
９
〜
１
９
０

１
。
在
位
＝
１
８
３
７
〜
１
９
０
１
。
産
業
革
命
と
植
民
地
政
策
で
イ
ギ
リ

ス
が
最
も
繁
栄
し
た
十
九
世
紀
、
六
十
四
年
に
わ
た
っ
て
大
英
帝
国
の
君
主

と
し
て
君
臨
し
た
。
工
業
化
が
急
速
に
進
む
中
で
貧
富
の
差
が
増
し
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
飢
饉
や
金
本
位
制
な
ど
経
済
問
題
、
度
重
な
る
戦
争
な
ど
、〝
近

代
〞
の
縮
図
を
体
験
し
た
。
私
生
活
で
は
夫
ア
ル
バ
ー
ト
公
と
最
後
ま
で
良

好
な
関
係
に
あ
り
、
九
人
の
王
子
・
王
女
を
も
う
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
が

国
民
の
範
と
さ
れ
る
原
型
を
作
っ
た
。
こ
の
た
め
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。 

テ
ィ
エ
ー
ル 

A
dolphe T

hiers

／
１
７
９
７
〜
１
８
７
７
。
歴
史
家
・
美

術
史
家
と
し
て
知
ら
れ
、
か
つ
〝
自
由
主
義
〞
を
標
榜
す
る
政
治
家
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
思
想
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
保
護
を
重
視
し
、
一
八
三
〇

年
の
七
月
革
命
で
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
（
１
７
７
３
〜
１
８
５
０
）
の
即

位
に
尽
力
し
た
。
内
務
大
臣
を
経
て
三
六
年
と
四
〇
年
に
首
相
を
務
め
、
政

治
勢
力
「
テ
ィ
エ
ー
ル
派
」
の
領
袖
と
な
っ
た
。
一
八
七
〇
年
フ
ラ
ン
ス
第

三
共
和
制
の
初
代
大
統
領
に
就
任
し
、
翌
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
弾
圧

し
た
。 

お
雇
い
外
国
人
の
俸
給 

梅
溪
昇
（
う
め
た
に
・
の
ぼ
る
／
１
９
２
１
〜
２

０
１
６
／
大
阪
大
学
教
授
）
は
次
の
よ
う
な
評
価
を
示
し
て
い
る
。 

 

「
明
治
七
年
に
お
け
る
工
部
省
各
局
の
外
国
人
技
師
へ
の
俸
給
支
出
の
総

額
七
十
六
万
六
千
余
円
は
同
省
の
通
常
経
費
（
二
百
二
十
七
万
一
千
余
円
）

の
三
十
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
た
し
、
ま
た
東
京
大
学
の
明
治
十
年

七
月
か
ら
の
一
か
年
の
会
計
に
お
い
て
、
そ
の
お
雇
い
教
師
の
給
料
九
万
八

千
余
円
は
、
大
学
全
体
の
歳
費
二
十
八
万
二
千
余 

円
の
約
三
分
の
一
強
に

当
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
政
府
は
財
政
上
の
ゆ
と
り
が
な
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
甘
ん
じ
て
こ
の
よ
う
な
高
額
の
給
料
を
支
払
っ
た
。
こ
の
出
費

は
、
日
本
が
近
代
国
家
に
到
達
す
る
ハ
イ
ウ
エ
ー
に
乗
り
入
れ
る
さ
い
の
高

価
な
通
交
料
金
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」 

浅
野
総
一
郎 

あ
さ
の
・
そ
う
い
ち
ろ
う
／
１
８
４
８
〜
１
９
３
０
。
医
師

の
家
に
生
ま
れ
た
が
商
人
を
志
し
て
越
中
の
海
産
物
を
販
売
し
た
。
一
八
七

一
年
上
京
し
水
売
り
、
お
で
ん
売
り
か
ら
竹
の
皮
売
り
、
薪
炭
商
と
転
身
を

重
ね
る
う
ち
、
コ
ー
ク
ス
で
巨
利
を
得
た
。
一
八
八
四
年
官
営
深
川
セ
メ
ン

ト
製
造
所
を
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
が
財
閥
形
成
の
一
歩
と
な
っ
た
。 

岩
崎
弥
太
郎 

い
わ
さ
き
・
や
た
ろ
う
／
１
８
３
５
〜
１
８
８
５
。
土
佐
の

郷
士
の
家
に
生
ま
れ
、
後
藤
象
二
郎
と
の
関
係
で
維
新
明
治
政
府
の
政
商
と

な
っ
た
。
土
佐
藩
主
山
内
家
の
三
柏
紋
と
岩
崎
家
の
三
階
菱
を
合
体
さ
せ
て

創
作
し
た
三
菱
紋
か
ら
「
三
菱
」
を
社
名
と
し
、
西
南
戦
争
の
際
、
政
府
軍

の
物
資
輸
送
を
一
手
に
引
き
受
け
て
財
を
成
し
た
。
財
閥
を
形
成
し
た
の
は

二
代
目
総
帥
の
岩
崎
弥
之
助
と
さ
れ
る
。 

川
崎
正
蔵 
か
わ
さ
き
・
し
ょ
う
ぞ
う
／
１
８
３
６
〜
１
９
１
２
。
鹿
児
島

出
身
で
一
八
七
八
年
築
地
造
船
所
、
八
〇
年
兵
庫
川
崎
造
船
所
、
八
一
年
界

紡
績
所
、
八
七
年
川
崎
造
船
所
と
事
業
を
拡
大
し
た
。
一
八
九
〇
年
多
額
納



第 27 殖産興業（補注） 

  

税
者
特
権
で
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
一
九
〇
五
年
に
は
神
戸
川
崎
銀
行
を
設

立
し
た
。 

古
河
市
兵
衛 

ふ
る
か
わ
・
い
ち
べ
え
／
１
８
３
２
〜
１
９
０
３
。
京
都
岡

崎
の
旧
家
に
生
ま
れ
た
が
嘉
永
二
年
、
母
方
の
親
族
を
頼
っ
て
盛
岡
に
移
り

貸
金
の
取
り
立
て
を
手
伝
っ
た
。
生
糸
の
売
買
で
巨
利
を
得
て
鉱
山
の
運
営

に
乗
り
出
し
た
。足
尾
銅
山
が
古
河
電
工
、富
士
電
機
製
造
、旭
電
化
工
業
、

日
本
軽
金
属
な
ど
古
河
グ
ル
ー
プ
の
基
礎
と
な
っ
た
。 

吉
田
光
邦 

よ
し
だ
・
み
つ
く
に
／
１
９
２
１
〜
１
９
９
１
。
専
門
は
科
学

技
術
史
。
京
都
大
学
教
授
、
の
ち
京
都
文
化
博
物
館
館
長
と
な
っ
た
。 

矢
島
作
郎 

や
じ
ま
・
さ
く
ろ
う
／
１
８
３
９
〜
１
９
１
１
。
大
蔵
省
紙
幣

助
を
振
り
出
し
に
東
京
貯
蔵
銀
行
、
大
阪
三
軒
茶
屋
紡
績
会
社
、
東
京
電
燈

な
ど
を
設
立
し
た
。 

大
倉
喜
八
郎 

お
お
く
ら
・
き
は
ち
ろ
う
／
１
８
３
７
〜
１
９
２
８
。越
後
・

新
発
田
に
生
ま
れ
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
江
戸
に
出
て
塩
物
（
塩
漬
け
に

し
た
食
品
）、
乾
物
を
売
買
し
た
。
黒
船
騒
動
を
契
機
に
鉄
砲
店
に
衣
替
え
し

て
「
大
倉
屋
」
を
名
乗
っ
た
。
一
八
六
八
年
、
維
新
政
府
か
ら
兵
器
糧
秣
の

用
達
を
命
じ
ら
れ
、
台
湾
出
兵
、
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
で
財

を
成
し
た
。
東
京
電
燈
（
東
京
電
力
の
前
身
）
の
ほ
か
、
大
日
本
麦
酒
、
日

清
豆
粕
製
造
（
日
清
オ
イ
リ
オ
）、
日
本
皮
革
（
ニ
ッ
ピ
）、
日
本
化
学
工
業

な
ど
大
倉
財
閥
を
形
成
し
た
。 

田
辺
朔
郎 

た
な
べ
・
さ
く
ろ
う
／
１
８
６
１
〜
１
９
４
４
。
琵
琶
湖
疎
水

の
あ
と
北
海
道
官
設
鉄
道
の
建
設
に
当
た
り
、
次
い
で
の
ち
の
関
門
ト
ン
ネ

ル
つ
な
る
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
な
ど
に
従
事
し
た
。
の
ち
京
都
工
科
大
学

長
と
な
っ
た
。 

戦
艦
「
安
芸
」 

全
長
一
四
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
、
排
水
量
一
万
九
八
〇
〇
ト

ン
で
、
時
速
二
十
ノ
ッ
ト
で
航
行
し
た
。
主
砲
は
三
十
セ
ン
チ
砲
四
門
、
砲

魚
雷
発
射
管
五
門
を
備
え
た
。
当
時
と
し
て
は
世
界
最
高
速
の
戦
艦
だ
っ
た

が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
で
除
籍
と
な
り
、
一
九
二
二
年
九
月
六
日
、
野

島
沖
で
戦
艦
「
長
門
」「
陸
奥
」
の
試
験
射
撃
に
よ
り
沈
没
し
た
。 
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